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1 ごあいさつ
お客様各位

STIHL 製品をご購入いただき、誠にありがとうご
ざいます。弊社では、お客様のご要望を満たす高
品質の製品を開発し、製造しております。弊社の
製品は、極端な条件下においても高い信頼性が発
揮されるよう設計されております。

STIHL 社は上質なサービスでも定評があります。
弊社販売店は、お客様にご満足いただける助言や
商品説明だけでなく、広範なサービスサポートも
提供しております。

STIHL 社は天然資源を持続可能かつ責任ある方
法で利用することに尽力しており、この方針を明
示しています。本取扱説明書は、製品の長きに渡
る耐用年数において、お客様が STIHL 製品を安
全かつ環境に優しい方法で使用するのに役立つ
よう考えられています。

弊社をご愛顧いただきまして有難うございます。
今後とも STIHL 製品をご愛用いただきますよう
お願い申し上げます。

Dr. Nikolas Stihl

重要！初めて使用する前に取扱説明書をお読み
ください。取扱説明書は、必要なときに参照でき
るよう安全な場所に保管してください。

2 はじめに
2.1 適用文書
現地の安全規則が適用されます。
► この取扱説明書に加えて以下の文書を読み、内

容を理解し、保管してください：
– 使用するカッティングツールの取扱説明書

と梱包材
– 使用するキャリングシステムの取扱説明書
– バッテリー STIHL AR の取扱説明書
– 接続ケーブル付きベルトバッグ AP の取扱

説明書
– バッテリー STIHL AP の安全上の注意事項
– 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500 の

取扱説明書
– STIHL バッテリーとバッテリー内蔵型製品

の安全上の注意事項：www.stihl.com/safety-
data-sheets

2.2 本書内の警告表示

警告
■ 重傷または死亡の原因となるおそれのある危

険を示しています。
► 記載されている対策を講じると、重傷また

は死亡事故を防ぐことができます。

注記

■ 物的損害の原因となるおそれのある危険を示
しています。
► 記載されている対策を講じると、物損事故

を防ぐことができます。

2.3 本文中の記号
この記号は、本取扱説明書の章を示します。
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3 概要
3.1 刈払機
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1 プラグ
ソケットを覆い、水分や埃から保護します。

2 ソケット
接続ケーブルプラグ差込口。

3 キャリングストリップ
キャリングシステムを引っ掛ける穴あきベル
ト

4 コントロールハンドル
刈払機の操作、保持、制御に使用します。

5 保持レバー
トリガースイッチのロックが解除されます(ト
リガースイッチロックアウトの操作も必要)。
出力レベルの選択にも使用します。

6 LED
選択された出力レベルを表示します。

7 トリガー
刈払機のオン/オフを切り替えます。

8 トリガーロックアウト
トリガースイッチのロックが解除されます(保
持レバーの操作も必要)。

9 ウイングスクリュー
ハンドルバーをハンドルサポートに固定しま
す。

10 ハンドルバー
コントロールハンドルとハンドルをシャフト
に接続します。

11 ハンドル
刈払機の保持と制御に使用します。

12 シャフト
全部品を連結します。

13 ストップピン用開口部
ストップピンを挿入します。

14 ストップピン
カッティングアタッチメント装着時にシャフ
トが回転するのを防ぎます。

15 ギアハウジング
ギアボックスが収められています。

16 スクリュープラグ
STIHL ギアグリース注入口の栓。

# 機械番号付き銘板

3.2 デフレクターとカッティングア
タッチメント

図は、デフレクターとカッティングアタッチメン
トの例を示しています。可能な組み合わせは、本
書に記載されています、  20。

7

4

9

00
00
-G
XX

-3
02
4-
A0

1
2

6

4

8

53
10

1 ユニバーサルデフレクター
ユーザーを飛散物やカッティングアタッチメ
ントとの接触から守ります。

2 草刈ブレード
芝草や雑草を刈払いします。

3 ブラシュナイフ
下草を刈払いします。

4 ライン制限ブレード
カッティングラインを適切な長さに切断しま
す。

5 スカート
草刈ヘッドに使用するためにユニバーサルデ
フレクターを延長します。

6 草刈ヘッド用デフレクター
ユーザーを飛散物や草刈ヘッドとの接触から
守ります。

7 草刈ヘッド
草刈ヘッドにはカッティングラインが収めら
れています。

8 リミットストップ
切断作業中にユーザーを飛散する異物やサー
キュラソーブレードとの接触から保護し、刈
払機を樹木に接触させて支えます。
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9 サーキュラソーブレード
低木と樹木を切断します。

10 運搬用ガード
金属製カッティングアタッチメントに接触し
ないようユーザーを保護します。

3.3 記号
刈払機とデフレクターに表示されている記号の
意味：

保持レバーがこの位置のときは、トリガー
のロックが解除されます。

保持レバーがこの位置のときは、トリガー
がロックされます。

この記号は、カッティングアタッチメ
ントの回転方向を示しています。
この記号は、カッティングアタッチメ
ントの mm 単位の最大径を示していま
す。

この記号は、カッティングアタッチメント
の定格回転数を示しています。

LWA 製品が発する騒音を比較できるよう、
指令 2000/14/EC に準拠して決定され
た dB(A) 単位の音響出力レベル保証
値。

本製品は、家庭ごみと一緒に廃棄しないで
ください。

4 安全に関する重要事項
4.1 警告標示
4.1.1 刈払機

刈払機の警告標示の意味
安全上の注意事項を遵守し、必要な予
防措置を講じてください。

取扱説明書をよくお読みいただき、ご
理解ください。取扱説明書は必ず保管
してください。

保護メガネを着用してください。
作業中に落下物による危険がある場
合：ヘルメットを着用してください。

安全靴を着用してください。

保護手袋を着用してください。

キックバックに関する安全上の注意事
項を遵守し、必要な予防措置を講じてく
ださい。

飛散物に関する安全上の注意事項を遵
守し、必要な予防措置を講じてくださ
い。

15m (50ft) 安全な距離を維持してくださ
い。

休憩、輸送、保管、整備、修理中は、
接続ケーブルのプラグをソケットから
抜いてください。

高温の面に触れないでください。

4.1.2 草刈ヘッド用デフレクター

草刈ヘッド用デフレクターに表示されている警
告標示とラベルの意味：

このデフレクターは草刈ヘッドに使用
してください。

このデフレクターは草刈ブレードには
使用しないでください。

このデフレクターはブラシュナイフに
は使用しないでください。

このデフレクターはシュレッダーブレ
ードには使用しないでください。

このデフレクターはサーキュラソーブ
レードには使用しないでください。

4.1.3 ユニバーサルデフレクターとスカート

ユニバーサルデフレクター

ユニバーサルデフレクター上の警告標示の意味：
このデフレクターはスカートなしに草
刈ヘッドに使用しないでください。

このデフレクターは草刈ブレードに使
用してください。

このデフレクターはブラシュナイフに
使用してください。

日本語 4 安全に関する重要事項
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このデフレクターはシュレッダーブレ
ードに使用してください。

このデフレクターはサーキュラソーブ
レードには使用しないでください。

スカート

スカート上の警告標示の意味：
草刈ヘッドにはユニバーサルデフレク
ターをスカートとライン制限ブレード
と共に使用してください。

4.2 用途
STIHL FSA 130 刈払機は、以下の目的用に設計さ
れています：
– 草刈ヘッド使用時：芝草の刈払い
– 草刈ブレード使用時：芝草と雑草の刈払い
– ブラシュナイフ使用時：幹の径が 20 mm まで

の低木の切断
– サーキュラーソーブレード使用時：幹の径が

40 mm までの低木や樹木の切断

この刈払機は雨天でも使用することができます。

この刈払機の電源は、STIHL AP バッテリーと「接
続ケーブル付き AP ベルトバッグ」の組み合わせ
か、STIHL AR バッテリーから供給されます。

警告
■ STIHL 社がこの刈払機用として明確に承認し

ていないバッテリーは、火災または爆発を引き
起こすおそれがあります。重傷や致命傷を負
ったり、器物が損壊したりするおそれがありま
す。
► この刈払機の電源は、STIHL AP バッテリー

と「接続ケーブル付き AP ベルトバッグ」の
組み合わせか、STIHL AR バッテリーから供
給されます。

■ 設計された目的以外で刈払機またはバッテリ
ーを使用すると、重傷または致命傷や物的損害
の原因になるおそれがあります。
► 刈払機は、本取扱説明書に従って使用して

ください。
► バッテリーは、本取扱説明書の「接続ケー

ブル付き AP ベルトバッグ」または STIHL
AR バッテリーの説明に従って使用してく
ださい。

4.3 作業者

警告
■ 指導を受けていない使用者は、刈払機の使用に

伴う危険の認識や評価ができません。使用者

または他の人員が重傷または致命傷を負うお
それがあります。

► 製品をお使いになる際は、取扱説明
書をよくお読みいただき、ご理解く
ださい。また本書は必ず保管してく
ださい。

► 刈払機を譲渡する場合：必ず本取扱説明書
を一緒に手渡してください。

► 使用者が以下の必要条件を満たしているこ
とを確認してください：
– 使用者は十分な休息をとっている。
– 使用者は、刈払機を操作するために適切

な身体的および精神的状態である必要
があります。使用者の身体的、感覚的、
または精神的機能が制限されている場
合、その使用者は、責任者の監督の下
で、または責任者による指導どおりにの
み作業することができます。

– 使用者は刈払機の使用に伴う危険を認
識し、評価することができる。

– 使用者は法定年齢に達しているか、国の
規則や規制に従った監督下での職業訓
練を受けていなければなりません。

– 使用者は、初めて刈払機を使用する前
に、STIHL サービス店、またはその他の
経験豊富な使用者から、指導を受けてく
ださい。

– 使用者はアルコールまたは薬物の影響
を受けていてはなりません。

► ご不明な点があれば：STIHL サービス店に
サポートを依頼してください。

4.4 衣服と装備

警告
■ 操作中、長髪は刈払機に吸い込まれることがあ

ります。それにより重傷を負うおそれがあり
ます。
► 長髪は結び、肩よりも高い位置でまとめて

ください。
■ 作業中は、物体が高速で飛散することがありま

す。それにより負傷するおそれがあります。
► 確実にフィットする保護メガネを着

用してください。欧州基準 EN 166
または日本の基準に従って試験さ
れ、ラベルが付けられている適切な
保護メガネが販売されています。

► フェイスシールドを着用してください。
► 丈夫な素材の長ズボンを着用してくださ

い。
■ 落下物で頭部を負傷するおそれがあります。

► 作業中に物が落下する危険が高いと
きは、ヘルメットを着用してくださ
い。

4 安全に関する重要事項 日本語
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■ 作業中は、粉塵が巻き上げられることがありま
す。巻き上げられた粉塵は気道を傷付け、アレ
ルギー反応を引き起こすおそれがあります。
► 粉塵が発生するときは：防塵マスクを着用

してください。
■ 不適切な衣服は樹木、茂み、または刈払機に絡

まる可能性があります。適切な衣服を着用し
ないと、重傷を負うおそれがあります。
► 体にぴったりフィットする衣服を着用して

ください。
► スカーフや装身具は外してください。

■ 作業中、回転するカッティングアタッチメント
に接触するおそれがあります。それにより重
傷を負うおそれがあります。
► 頑丈な靴を着用してください。

► 金属製カッティングアタッチメント
を使用している場合は、爪先に鋼板
の入った安全靴を着用してくださ
い。

► 丈夫な素材の長ズボンを着用してくださ
い。

■ 清掃や整備を行っている間や、カッティングア
タッチメントの着脱時には、カッティングアタ
ッチメントやライン制限ブレードに接触する
危険があります。それにより負傷するおそれ
があります。

► 耐切創手袋を着用してください。

■ 不適切な履物を履くと、滑るおそれがありま
す。それにより負傷するおそれがあります。
► 靴底が滑らず、頑強な作りの、足が露出し

ない靴を着用してください。

4.5 作業エリアと周辺環境

警告
■ 見物人、子供、動物は、刈払機または飛散物の

危険を認識していません。それにより見物人、
子供、動物が重傷を負ったり、物的損害につな
がったりするおそれがあります。

15m (50ft) ► 見物人、子供、動物は作業エ
リアから 15 m の範囲内に入
らせないでください。

► 器物から 15 m の間隔を維持してください。
► 刈払機を無人のまま放置しないでくださ

い。
► 子供が刈払機で遊ばないよう注意してくだ

さい。
■ 刈払機の電気部品から火花が発生することが

あります。引火や爆発が起きやすい環境下で
は、火花によって火災や爆発が起きることがあ
ります。重傷や致命傷を負ったり、器物が損壊
したりするおそれがあります。

► 引火または爆発が起きやすい環境下では、
作業しないでください。

4.6 安全に関する条件
4.6.1 刈払機
刈払機は、以下の条件が満たされている場合、安
全な状態です：
– 刈払機が損傷していない。
– 刈払機が清潔な状態になっている。
– 操作部が正常に作動し、改造されていない。
– 本書内で推奨されているカッティングアタッ

チメントとデフレクターの組み合わせが装着
されている。

– カッティングアタッチメントとデフレクター
が適切に装着されている。

– 本刈払機用の STIHL 純正アクセサリーが装着
されている。

– アクセサリーが適切に取り付けられている。

警告
■ 安全な状態にない場合、部品が正常に作動しな

くなるか、安全装置が作動しなくなるおそれが
あります。重傷または致命傷を負うおそれが
あります。
► 刈払機は必ず損傷のない状態で使用してく

ださい。
► 刈払機が汚れた場合：清掃してください。
► 刈払機は絶対に改造しないでください。例

外：本書内で推奨されているカッティング
アタッチメントとデフレクターの組み合わ
せの装着。

► 操作部が正常に作動しない場合、刈払機を
使用しないでください。

► 必ず本刈払機用に設計された STIHL 純正ア
クセサリーを取り付けてください。

► カッティングアタッチメントとデフレクタ
ーは、本取扱説明書に従って装着してくだ
さい。

► アクセサリーは、本取扱説明書またはアク
セサリーに付属する取扱説明書に従って装
着してください。

► 刈払機の開口部には絶対に物を差し込まな
いでください。

► 摩耗するか、損傷したラベルは交換してく
ださい。

► ご不明な点は、STIHL サービス店へお問い
合わせください。

4.6.2 デフレクター
デフレクターは、以下の条件が満たされている場
合、安全な状態です：
– デフレクターが損傷していない。
– ライン制限ブレードとスカートを使用してい

る場合：ライン制限ブレードとスカートが適切
に取り付けられている。

日本語 4 安全に関する重要事項
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警告
■ コンポーネントが安全要件を満たしていない

場合は、正常に作動しなくなるか、安全装置が
作動しなくなるおそれがあります。それによ
り重傷を負うおそれがあります。
► デフレクターは必ず損傷のない状態で使用

してください。
► ライン制限ブレードとスカートを使用して

いる場合：ライン制限ブレードとスカート
を適切に取り付けて作業を行ってくださ
い。

► ご不明な点があれば：最寄りの STIHL サー
ビス店にご連絡ください。

4.6.3 草刈ヘッド
草刈ヘッドは、以下の条件が満たされている場
合、安全な状態です：
– 草刈ヘッドが損傷していない。
– 草刈ヘッドが詰まっていない。
– カッティングラインが適切に取り付けられて

いる。
– 摩耗限界を超えていない。

警告
■ 安全な状態にないと、草刈ヘッドの部品やカッ

ティングラインが外れ、高速で飛散するおそれ
があります。それにより重傷を負うことがあ
ります。
► 草刈ヘッドは必ず損傷のない状態で使用し

てください。
► 絶対にナイロン製カッティングラインを金

属製部品で代用しないでください。
► 摩耗限界を超えて使用しないでください。
► ご不明な点は、STIHL サービス店へお問い

合わせください。

4.6.4 金属製カッティングアタッチメント
金属製カッティングアタッチメントは、以下の条
件が満たされている場合、安全な状態です：
– 金属製カッティングアタッチメントと取り付

け用部品が損傷していない。
– 金属製カッティングアタッチメントが曲がっ

ていない。
– 金属製カッティングアタッチメントが適切に

装着されている。
– 金属製カッティングアタッチメントが適切に

目立てされている。
– 金属製カッティングアタッチメントの刃先に

バリがない。
– 摩耗限界を超えていない。
– STIHL 製以外の金属製カッティングアタッチ

メントを使用するときは、STIHL 社が承認した
最大の金属製カッティングアタッチメントと
比較して重量、厚み、直径がそれを上回ってい
る製品、形状が異なっている製品、品質が低い
製品は使用しないでください。

警告
■ 安全な状態にないと、金属製カッティングアタ

ッチメントの部品が外れ、高速で飛散するおそ
れがあります。それにより重傷を負うことが
あります。
► 金属製カッティングアタッチメントまたは

取り付け用部品が損傷した状態では、絶対
に作業を行わないでください。

► 金属製カッティングアタッチメントは適切
に目立てしてください。

► 刃先のバリはヤスリで取り除いてくださ
い。

► 金属製カッティングアタッチメントのバラ
ンス作業は、STIHL サービス店に依頼して
ください。

► 摩耗限界を超えて使用しないでください。
► 金属製カッティングアタッチメントは、取

扱説明書に記載されたとおりに使用してく
ださい。

► ご不明な点は、STIHL サービス店へお問い
合わせください。

4.7 作業時

警告
■ 特定の条件下では、使用者は作業に集中できな

くなることがあります。それによりつまずい
たり、転倒したり、重傷を負ったりするおそれ
があります。
► 落ち着いて慎重に作業を進めてください。
► 明るさと視界が不十分な場合は、刈払機を

使用しないでください。
► 刈払機は一人で操作してください。
► カッティングアタッチメントは地面に近い

位置で使用してください。
► 障害物に注意してください。
► 地面に立ち、バランスを保ちます。
► 疲れを感じたときは、休憩をとってくださ

い。
■ 回転するカッティングアタッチメントで負傷

することがあります。それにより重傷を負う
おそれがあります。
► 回転するカッティングアタッチメントに触

れないでください。
► カッティングアタッチメントに障害物が挟

まった場合は、刈払機の電源を切り、接続
ケーブルのプラグをソケットから抜きま
す。必ずその状態にしてから障害物を取り
除いてください。

■ 操作中に刈払機の動作が変化するか、異常を感
じたときは、機械がもはや安全な状態にない可
能性があります。それにより重傷を負ったり、
物的損害につながったりするおそれがありま
す。
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► 作業を中止し、接続ケーブルのプラグをソ
ケットから引き抜き、STIHL サービス店に
ご連絡ください。

■ 作業中、刈払機は振動することがあります。
► 手袋を着用してください。

► 休憩を取ってください。
► 血行障害の兆候が現れた場合、医師の診察

を受けてください。
■ 作業中にカッティングアタッチメントが異物

と接触すると、異物やその破片が高速で飛散す
るおそれがあります。負傷したり、器物が損壊
したりするおそれがあります。
► 作業エリアから異物を取り除いてくださ

い。
■ 回転する金属製カッティングアタッチメント

が硬い物体に接触すると、火花が発生し、カッ
ティングアタッチメントが損傷するおそれが
あります。火花によって周囲の可燃物が引火
することがあります。重傷や致命傷を負った
り、器物が損壊したりするおそれがあります。
► 可燃物が周囲にある環境下では刈払機を使

用しないでください。
► カッティングアタッチメントが安全な状態

にあるか確認してください。
■ トリガーを放しても、カッティングアタッチメ

ントはしばらく回転し続ける点に注意してく
ださい。それにより重傷を負うことがありま
す。
► カッティングアタッチメントの回転が完全

に止まるまで待ってください。
■ 緊急時は使用者がパニックに陥り、キャリング

システムを背中から降ろさないことがありま
す。それにより重傷を負うおそれがあります。
► キャリングシステムの降ろし方を練習して

ください。

4.8 反発力
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キックバックは、以下の理由で生じることがあり
ます：
– 回転する金属製カッティングアタッチメント

の影付きの範囲または黒の範囲が硬い物体に
接触し、急ブレーキが掛かった。

– 回転する金属製カッティングアタッチメント
が切り口内に挟まった。

キックバックの危険は、黒の範囲で最大になりま
す。

警告
■ 上記の状況が生じると、カッティングアタッチ

メントは突然減速するか、回転が停止し、右側
またはユーザーの方向 (黒の矢印方向) に飛ば
されるおそれがあります。ユーザーは刈払機
の制御を失うことがあります。その結果、重傷
または致命傷を負うおそれがあります。
► 刈払機を両手で確実に保持してください。
► 本取扱説明書に記載されている推奨作業方

法に従ってください。
► 黒の範囲を使用して切断しないでくださ

い。
► 本書内で推奨されているカッティングアタ

ッチメント、デフレクター、キャリングシ
ステムの組み合わせを使用してください。

► 金属製カッティングアタッチメントは適切
に目立てしてください。

► 常にモーターを最高速で作動させて切断し
てください。

4.9 運搬

警告
■ ギアボックスは作業中に熱くなることがあり

ます。火傷を負う危険性があります。
► 高温のギアボックスに触らないでく

ださい。

■ 刈払機は運搬中に倒れたり、ずれたりするおそ
れがあります。その結果、負傷したり、器物が
損壊したりするおそれがあります。
► 保持レバーを マークの位置まで押します。

► 接続ケーブルのプラグをソケットか
ら引き抜いてください。

► 金属製カッティングアタッチメントが装着
されている場合：運搬用ガードを取り付け
てください。

► 転倒したり、ずれたりしないよう、刈払機
を固定ストラップまたはネットで固定しま
す。

4.10 保管

警告
■ 子供は刈払機の危険の認識や認知ができず、重

傷を負うおそれがあります。
► 保持レバーを マークの位置まで動かしま

す。
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► 接続ケーブルのプラグをソケットか
ら引き抜きます。

► 金属製カッティングアタッチメントが装着
されている場合は、運搬用ガードを取り付
けてください。

► 刈払機は子供の手の届かないところに保管
してください。

■ 湿気によって刈払機の電気接点や金属製部品
が腐食することがあります。それにより刈払
機が損傷することがあります。
► 保持レバーを マークの位置まで動かしま

す。
► 接続ケーブルのプラグをソケットか

ら引き抜きます。

► 刈払機は、清潔な乾いた状態で保管してく
ださい。

► プラグをソケットに差し込みます。

4.11 清掃、整備、修理

警告
■ 清掃、整備、修理時に接続ケーブルのプラグを

差し込んだままにしておくと、刈払機が偶発的
に始動するおそれがあります。それにより重
傷を負ったり、物的損害につながったりするお
それがあります。
► 保持レバーを マークの位置まで動かしま

す。
► 接続ケーブルのプラグをソケットか

ら引き抜きます。

■ ギアハウジングは作業中に高温になることが
あります。火傷を負う危険性があります。

► 高温のギアハウジングには触れない
でください。

■ 刺激の強い洗浄剤、高圧洗浄機、尖った物体
は、刈払機、デフレクター、カッティングアタ
ッチメントを損傷させるおそれがあります。
刈払機、デフレクター、カッティングアタッチ
メントを適切に清掃しないと、コンポーネント
が正常に作動しなくなるか、安全装置が作動し
なくなるおそれがあります。それにより重傷
を負うことがあります。
► 刈払機、デフレクター、カッティングアタ

ッチメントは、本取扱説明書に従って清掃
してください。

■ 刈払機、デフレクター、カッティングアタッチ
メントを適切な整備や修理を行わないと、コン
ポーネントが正常に作動しなくなるか、安全装
置が作動しなくなるおそれがあります。その

結果、重傷または致命傷を負うおそれがありま
す。
► 刈払機やデフレクターの整備や修理を試み

ないでください。
► 刈払機やデフレクターに整備や修理が必要

になったときは、STIHL サービス店にサポ
ートを依頼してください。

► カッティングアタッチメントは、同梱され
ている取扱説明書またはパッケージに記載
されている指示に従って整備してくださ
い。

■ カッティングアタッチメントの清掃または整
備中に、鋭利な刃先でケガをする場合がありま
す。それにより負傷するおそれがあります。

► 耐切創手袋を着用してください。

5 刈払機の使用準備
5.1 刈払機の使用準備
毎回作業を開始する前に、以下の手順を踏む必要
があります：
► 以下の部品が安全な状態にあることを確認し

てください：
– 刈払機、  4.6.1。
– デフレクター、  4.6.2。
– 草刈ヘッドまたはメタル製カッティングブ

レード、  4.6.3 または  4.6.4。
– バッテリー（バッテリー STIHL AR の取扱説

明書または接続ケーブル付きベルトバッグ
AP の取扱説明書参照）。

► バッテリー STIHL AR の取扱説明書または接
続ケーブル付きベルトバッグ AP の取扱説明
書の記載通りにバッテリーを点検してくださ
い。

► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500 の取
扱説明書の記載通りにバッテリーをフル充電
してください。

► 刈払機を清掃してください、  15.1。
► バイクハンドルを取り付けてください、  

6.1。
► カッティングブレード、デフレクター、キャリ

ングシステムの組み合わせ、  20。
► デフレクターを取り付けてください、  6.2.1。
► ユニバーサルデフレクターを草刈ヘッドと併

用する場合：スカートとライン制限ブレードを
取り付けてください、  6.3.1。

► 草刈ヘッドまたはメタル製カッティングブレ
ードを取り付けてください、  6.4.1 または
 6.5.1。

► バッテリー STIHL AR、キャリングシステムま
たは接続ケーブル付きベルトバッグ AP を取
り付け、調整してください、  7。
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► 刈払機のバランスを調整してください、  
7.5。

► バイクハンドルを調整してください、  7.4。
► 操作部をテストしてください、  10.1。
► この手順を踏むことができない場合：刈払機の

使用を中止して、STIHL サービス店までご来店
ください。

6 刈払機の組み立て
6.1 バイクハンドルの取り付け
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► ウイングスクリュー (1) を取り外します。
► 上部クランプモールディング (2) を取り外し

ます。
► ハンドルバー (3) を下部クランプモールディ

ング (4) に載せます。
► 上部クランプモールディング (2) を取り付け

ます。
► ウイングスクリュー (1) を差し込みます。
► ハンドルバー (3) を上方に回します。
► ウイングスクリュー (1) をしっかりと締め付

けます。
► スクリュー (6) を取り外します。
► コントロールハンドル (7) をハンドルバー (3)

に位置決めします。その際は、トリガーをギア
ヘッドの方向に向け、コントロールハンドルの
穴とハンドルバーの穴を揃えます。

► ナット (7) を取り付けます。
► スクリュー (6) を差し込み、しっかりと締め付

けます。

ハンドルバー (3) を再び取り外す必要はありませ
ん。

6.2 デフレクターの取り付けと取り
外し

6.2.1 デフレクターの取り付け
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► デフレクター (1) をギアハウジング上のガイ
ドに止まるまで押し込みます。

► スクリュー (2) を差し込み、しっかりと締め付
けます。

6.2.2 デフレクターの取り外し
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► スクリュー (2) を取り外します。
► デフレクター (1) を引き外します。

6.3 スカートの取り付けと取り外し
6.3.1 スカートの取り付け
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► スカート (2) のガイドスロットをスライドさ
せてデフレクター (1) に取り付けます - 所定の
位置にはめてください。

► ライン制限ブレード (3) をスカート (2) のスロ
ットに押し込みます。

► スクリュー (4) を差し込み、しっかりと締め付
けます。

6.3.2 スカートの取り外し
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► ストップピン (2) をスカート (1) の穴に差し込
みます。

► ストップピン (2) を使用してスカート (1) をス
ライドさせ、デフレクターから取り外します。

ライン制限ブレードをスカート (1) に残しておく
ことができます。

6.4 草刈ヘッドの取り付けと取り外
し

6.4.1 草刈ヘッドの取り付け
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► 小径側を表に向けてスラストプレート (2) を
シャフト (3) に通します。

► 草刈ヘッド (1) をシャフト (3) に取り付け、手
で反時計回りにまわします。

► ストップピン (4) を穴のリミットストップの
位置まで差し込み、押したまま保持します。

► 草刈ヘッド (1) を反時計回りにまわし、ストッ
プピン (4) を所定の位置にはめ込みます。
これでシャフト (3) が固定されます。

► 草刈ヘッド (1) を手でしっかりと締め付けま
す。

► ストップピン (4) を取り外します。

6.4.2 草刈ヘッドの取り外し
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
► ストップピンを穴に止まるまで差し込み、押し

たまま保持します。
► 草刈ヘッド (3) を回転させ、ストップピンを所

定の位置にはめ込みます。
これでシャフトが固定されます。

► 草刈ヘッドを時計回りに回転させて外します。
► スラストプレートを取り外します。

► ストップピンを取り外します。

6.5 金属製カッティングアタッチメ
ントの取り付けと取り外し

6.5.1 金属製カッティングアタッチメントの
取り付け

► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを
ソケットから抜きます。
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► 小径側を表に向けてスラストプレート (5) を
シャフト (6) に取り付けます。

► 金属製カッティングアタッチメント (4) をス
ラストプレート (5) に載せます。サーキュラ
ソーブレードまたは刃先が 4 枚を超える草刈
ブレードを取り付けている場合：刃先をデフレ
クターの矢印と同じ方向に向けてください。

► せり上がった側を表に向けてスラストワッシ
ャー (3) を金属製カッティングアタッチメン
トに取り付けます。

► 閉じている側を表に向けてライダープレート
(2) をスラストワッシャー (3) に取り付けま
す。

► ストップピン (7) を穴に止まるまで差し込み、
押したまま保持します。

► 金属製カッティングアタッチメント (4) を時
計回りに回転させ、ストップピン (7) を所定の
位置にはめ込みます。
これでシャフトが固定されます。

► ナット(1) を取り付け、反時計回りに確実に締
め付けます。

► ストップピン (7) を取り外します。

6.5.2 金属製カッティングアタッチメントの
取り外し

► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを
ソケットから抜きます。

► ストップピンを穴に止まるまで差し込み、押し
たまま保持します。
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► 金属製カッティングアタッチメントを時計回
りに回転させ、ストップピンを所定の位置には
め込みます。
これでシャフトが固定されます。

► 取り付けナットを時計回りに回転させて取り
外します。

► ライダープレート、スラストワッシャー、金属
製カッティングアタッチメント、スラストプレ
ートを取り外します。

► ストップピンを取り外します。

7 刈払機の調整
7.1 STIHL AR バッテリーの使用
7.1.1 接続ケーブルの取り付けと調整

接続ケーブルは、ユーザーの体格と用途に合うよ
うに取り付け、調整することができます。
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接続ケーブルは、ハーネスのガイド (1) とファス
ナー (2) を使用するか、バックプレート側面のフ
ァスナー (2) を使用して定位置に固定することが
できます。
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接続ケーブルの長さは、バックプレート上でルー
プ (3) 状に配置するか、片側でループ (4) 状に配
置することで調整が可能です。
► 接続ケーブルは、作業の妨げにならないように

できるだけ短く配置してください。

7.1.2 キャリングシステムの取り付けと調整
► バッテリーを背負います。
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► 腰ベルトのバックル (2) を留めます。
► 胸ベルトのバックル (1) を留めます。
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► 腰ベルトが腰にたるみなく接触し、バックパッ
ドが背中に密着するようになるまでストラッ
プを締め付けます。

► 腰ベルトの端をループ (3) に通します。
► 腰パッドを同梱されている取扱説明書に従っ

て取り付けます。
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► カラビナ (2) が右腰から手幅分下がった位置
に来るようにストラップ (1) を調整します。

7.2 運搬システムの使用
7.2.1 接続ケーブルの取り付けと調整

接続ケーブルは、ユーザーの体格と用途に合うよ
うに取り付け、調整することができます。
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接続ケーブルは、次の開口部に通して取り付け
ることができます：
– 左上開口部 (1)
– 右上開口部 (2)
– 左下開口部 (3)
– 右下開口部 (4)
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► 接続ケーブルを左上開口部 (1) または右上開
口部 (2) に通して取り付けた場合：
► プレススタッド (5) を開きます。
► 接続ケーブルを肩掛けベルト (6) の上に配

置します。
► プレススタッド (5) を閉じます。

► 接続ケーブルを左下開口部 (3) または右下開
口部 (4) に通して取り付けた場合：使用する開
口部(3 または 4) を面ファスナー (7) でシール
します。

► 接続ケーブルは、作業の妨げにならないように
できるだけ短く配置してください。

7.2.2 キャリングシステムの取り付けと調整
► バッテリーを背負います。
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► 腰ベルトのバックル (2) を留めます。
► 胸ベルトのバックル (1) を留めます。
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► 腰ベルトが腰にたるみなく接触し、バックパッ
ドが背中に密着するようになるまでストラッ
プを締め付けます。

► 腰ベルトの端をループ (3) に通します。
► 腰パッドを同梱されている取扱説明書に従っ

て取り付けます。
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► カラビナ (2) が右腰から手幅分下がった位置
に来るようにストラップ (1) を調整します。

7.3 接続ケーブル付き AP ベルトバ
ッグの使用

7.3.1 「接続ケーブル付きベルトバッグ AP」
の取り付け

1
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► ストラップ (1) のベルクロ®ファスナーを開
き、ストラップ (1) をリング (2) から引き出し
ます。

► ストラップ　(1) をベルト　(3)　に通します。
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► ストラップ　(1) を再びリング　(2) とベル
ト　(3)　に通します。

► ストラップ (1) のベルクロ®ファスナーを固定
します。

7 刈払機の調整 日本語
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► バッテリー　(4) を押し、ベルトバッグ　(5) の
最も奥まで挿入します。
短いビープ音が鳴ります。

► バッテリー　(4) をベルクロ®ファスナー (6)
で固定します。

7.3.2 接続ケーブルの調整

接続ケーブルは、ユーザーの体格と用途に合うよ
うに取り付け、調整することができます。
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接続ケーブルの長さは、ループ (1) 状に配置する
か、ファスナー (2) でベルトバッグ (3) に固定す
ることで調整が可能です。
► 接続ケーブルは、作業の妨げにならないように

できるだけ短く配置してください。

7.3.3 キャリングシステムの取り付けと調整
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► 肩掛けベルト (1) を肩に掛けます。
► カラビナ (2) が右腰から手幅分下がった位置

に来るように肩掛けベルト (1) を調整します。

7.4 バイクハンドルの調整
バイクハンドルは、使用者の身長や手の長さに合
わせてさまざまな位置に設定できます。
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。

► 刈払機をキャリングストリップからキャリン
グシステムのカラビナに引っ掛けます。
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► ウイングスクリュー (1) を緩めます。
► バイクハンドル (2) を回転させ、作業がしやす

い位置に合わせます。
► ウイングスクリュー (1) を確実に締め付けま

す。

7.5 刈払機のバランスの取り方
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
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► キャリングストリップ (2) をカラビナ (1) に引
っ掛けます。
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► 刈払機から手を離し、バランス状態をチェック
します - 適正ならば、カッティングアタッチメ
ントは地面と軽く接触します。

► 刈払機のバランスが適正でないときは：キャリ
ングストリップ　(2)　上のカラビナ　(1)　の
取り付け位置を変更し、バランスを再点検して
ください。

日本語 7 刈払機の調整
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8 接続ケーブルプラグの挿入
と抜き取り

8.1 接続ケーブルプラグの挿入
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► 側面の矢印をソケット (2) の矢印に合わせ、接
続ケーブルのプラグ (1) を手に持ちます。

► 接続ケーブルのプラグ (1) をソケット (2) に差
し込みます。
プラグ (1) が定位置にはまります。

8.2 接続ケーブルプラグの抜き取り
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► 接続ケーブルのプラグ (1) をつかみます。
► プラグ (1) をソケット (2) から抜きます。

9 刈払機のオン/オフ切り替
え

9.1 電源を入れる
► 右手でコントロールハンドルを握り、刈払機を

保持します。コントロールハンドルに親指を
かけてください。

► 左手で左ハンドルを握り、刈払機を保持しま
す。左ハンドルに親指をかけてください。
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► 保持レバー (1) を親指で マークの位置まで押
します。

► トリガーロックアウト (2) を手で押したまま
保持します。

► トリガー (3) を人差し指で引いたまま保持し
ます。
モーターが加速し、カッティングアタッチメン
トが回転します。

カッティングアタッチメントの速度は、トリガー
(3) によって制御されます。

刈払機は使用されているカッティングアタッチ
メントを検知し、最大回転数を自動調整します。

9.2 電源を切る
► トリガーとトリガーロックアウトを同時に放

します。
► カッティングアタッチメントが完全に停止す

るまで待ちます。
► カッティングアタッチメントが回転し続ける

場合：接続ケーブルのプラグをソケットから抜
き取り、STIHL サービス店にご連絡ください。
刈払機が故障しています。

► 保持レバーを マークの位置まで押します。

10 刈払機のテスト
10.1 操作部の点検
トリガーロックアウトとトリガー
► 接続ケーブルのプラグをソケットから抜きま

す。
► 保持レバーを マークの位置まで押します。
► ロックアウトレバーを押さずにトリガーを引

いてみます。
► トリガーを引くことができる場合：刈払機を使

用しないでください。STIHL サービス店に連
絡してください。
保持レバーまたはトリガーロックアウトが故
障しています。

► 保持レバーを マークの位置まで押します。
► トリガーロックアウトレバーを押したまま保

持します。
► トリガーを引きます。
► トリガーとトリガーロックアウトレバーを放

します。
► トリガーまたはトリガーロックアウトが円滑

に動かないか、アイドル位置に戻らない場合：
刈払機を使用しないでください。STIHL サー
ビス店に連絡してください。
トリガーまたはトリガーロックアウトが故障
しています。

刈払機の電源を入れる
► 接続ケーブルのプラグを差し込みます。
► トリガーロックアウトレバーを押したまま保

持します。

8 接続ケーブルプラグの挿入と抜き取り 日本語
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► トリガーを引いたまま保持します。
カッティングアタッチメントが回転します。

► バッテリーの 3 個の LED が赤色に点滅：接続
ケーブルのプラグをソケットから抜き取り、
STIHL サービス店にご連絡ください。
刈払機が故障しています。

► トリガーとトリガーロックアウトレバーを放
します。
カッティングアタッチメントが停止します。

► カッティングアタッチメントが回転し続ける
場合：接続ケーブルのプラグをソケットから抜
き取り、STIHL サービス店にご連絡ください。
刈払機が故障しています。

11 刈払機の操作
11.1 刈払機の保持と操作
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► キャリングストリップ (2) をカラビナ (1) に引
っ掛けます。
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► 右手でコントロールハンドルを握り、刈払機を
確実に保持します。コントロールハンドルに
親指をかけてください。

► 左手で左ハンドルを握り、刈払機を保持しま
す。ハンドルに親指をかけてください。

11.2 出力レベルの設定
3 段階の出力レベルから用途に応じたレベルに
設定することができます。選択された出力レベ
ルは LED で表示されます。出力レベルを上げる
と、カッティングアタッチメントの作動速度が増
します。

選択した出力レベルは、バッテリーの駆動時間に
影響を及ぼします。出力レベルを落とすと、駆動
時間は長くなります。
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► 親指で保持レバー　(1) を  マークの位置まで
押します。
選択した出力レベルが LED によって表示され
ます。

► 保持レバー (1) を前方に押します。少しの間
保持して、レバーを放して跳ね戻します。
この操作で次の出力レベルが選択されます。3
番目の出力レベルに達した後は、最初の出力レ
ベルに戻ります。

► 保持レバー (1) を前方に押し、跳ね戻す操作を
必要な回数だけ繰り返し、希望する出力レベル
を選択します。

► サーキュラソーブレードを使用している場合
は、出力レベル 3 を選択してください。

11.3 刈払い
刈払い高さは、地面からカッティングアタッチメ
ントまでの距離によって決まります。
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草刈ヘッドを使用した刈払い (A)
► 刈払機を左右に弧を描くように動かします。
► 制御しながらゆっくりと前進します。

草刈ブレードまたはブラシュナイフを使用した
刈払い (B)
► 金属製カッティングアタッチメントの左側で

刈払いします。
► 制御しながらゆっくりと前進します。

日本語 11 刈払機の操作
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11.4 サーキュラーソーブレード使用
時
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► デフレクターの左側を幹に当てます。
► 幹を最高速で切断します。
► 伐倒する樹木から最低でも 2 本分の安全距離

を確保してください。

11.5 ナイロンラインの送り出し調整
11.5.1 オートカット草刈ヘッドのライン送り

出し
► 回転する草刈ヘッドで地面を軽くたたきます。

ナイロンラインの未使用部分が約 30 mm 送り
出されます。カッティングラインは、デフレク
ター内側のライン制限ブレードで適切な長さ
に切り揃えられます。
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自動送り出し機能は、カッティングラインが 25
mm よりも短いときは作動しません。
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
► 草刈ヘッドのスプール (1) を押したまま保持

します。
► カッティングライン (2) を引き出します。
► 必要な長さのカッティングライン (2) を引き

出せない場合：スプール (1) またはカッティン
グライン (2) を交換します。
スプールが空になっています。

11.5.2 スーパーカット草刈ヘッドのライン送
り出し

カッティングラインは自動的に送り出されます。
カッティングラインは、デフレクター内側のライ
ン制限ブレードで適切な長さに切り揃えられま
す。

自動送り出し機能は、カッティングラインが 40
mm よりも短いときは作動しません。
► 刈払機の電源を切り、接続ケーブルのプラグを

ソケットから抜きます。
► カッティングラインを引き出します。
► 必要な長さのカッティングラインを引き出せ

ない場合：ナイロンラインを交換します。
スプールが空になっています。

12 作業後
12.1 作業終了時
► 刈払機の電源を切り、保持レバーを マークの

位置に動かし、接続ケーブルのプラグをソケッ
トから抜きます。

► 刈払機が濡れている場合は、刈払機を乾かしま
す。

► プラグをソケットに差し込みます。
► 刈払機を清掃します。
► デフレクターを掃除します。
► カッティングアタッチメントを掃除します。
► 金属製カッティングアタッチメントが装着さ

れている場合、適合する運搬用ガードを取り付
けてください。

13 運搬
13.1 刈払機の運搬
► 刈払機の電源を切り、保持レバーを マークの

位置に動かし、接続ケーブルのプラグをソケッ
トから抜きます。

► プラグをソケットに差し込みます。
► 金属製カッティングアタッチメントが装着さ

れている場合、適合する運搬用ガードを取り付
けてください。

刈払機の運搬
► 刈払機はシャフトで適切にバランスを取り、カ

ッティングアタッチメントを後ろに向け、片手
で運搬してください。

刈払機の車両輸送
► 倒れたり、ずれたりしないよう刈払機を固定し

てください。

14 保管
14.1 刈払機の保管
► 刈払機の電源を切り、保持レバーを マークの

位置に動かし、接続ケーブルのプラグをソケッ
トから抜きます。

► プラグをソケットに差し込みます。
► 金属製カッティングアタッチメントが装着さ

れている場合は、運搬用ガードを取り付けてく
ださい。

12 作業後 日本語

0458-726-9321-A 17



2 1

00
00
-G
XX

-3
04
3-
A0

► ウィングスクリュー (1) を緩め、ハンドルバー
(2) が回転する状態にします。

► ハンドルバー (2) を時計回りに 90° 回転させ、
下ろします。

► ウイングスクリュー (1) を確実に締め付けま
す。

► 刈払機の保管時は、以下の点を遵守してくださ
い：
– 刈払機は子供の手の届かないところに保管

する。
– 刈払機を清潔で乾燥した状態にする。

► 刈払機を 30 日以上保管する場合は、カッティ
ングアタッチメントを取り外してください。

15 清掃
15.1 刈払機の清掃
► 刈払機の電源を切り、保持レバーを マークの

位置に動かし、接続ケーブルのプラグをソケッ
トから抜きます。

► 刈払機を湿らせた布で拭きます。
► 通気口を塗装用のはけで掃除します。

15.2 デフレクターとカッティングア
タッチメントの清掃

► 刈払機の電源を切り、保持レバーを マークの
位置に動かし、接続ケーブルのプラグをソケッ
トから抜きます。

► デフレクターとカッティングアタッチメント
は、湿らせた布または柔らかいブラシで清掃し
ます。

16 整備
16.1 整備間隔
整備間隔は、環境と運転条件によって異なりま
す。STIHL 社では次の間隔による整備をお勧め
しています：

50 運転時間毎
► ギアボックスを潤滑します。

12 ヵ月毎

► STIHL サービス店に刈払機の点検をご依頼く
ださい。

16.2 ギアボックスの潤滑
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► スクリュープラグ (2) を取り外します。
► スクリュープラグ (2) の端にグリースが見え

ない場合：
► STIHL ギアグリースのチューブ (1) をねじ

込みます。
► 5 g の STIHL ギアグリースをギアハウジン

グに注入します。
► STIHL ギアグリースのチューブ (1) を注入

口から外します。
► スクリュープラグ (2) を取り付け、確実に締

め付けます。
► 負荷をかけずに刈払機を 1 分間作動させま

す。
STIHL ギアグリースが均等に行き渡ります。

16.3 金属製カッティングアタッチメ
ントの目立てとバランスの取り
方

金属製カッティングアタッチメントを適切に目
立てし、バランスを取るには、練習を重ねる必要
があります。

STIHL 社では、金属製カッティングアタッチメン
トの目立てとバランス取りを STIHL サービス店
に依頼されることをお勧めしています。
► 金属製カッティングアタッチメントは、同梱さ

れている取扱説明書とパッケージに記載され
ている指示に従って目立てしてください。

17 修理
17.1 刈払機とカッティングアタッチ

メントの修理
ユーザーが刈払機とカッティングアタッチメン
トを修理することはできません。
► 刈払機またはカッティングアタッチメントが

損傷した場合：刈払機またはカッティングアタ
ッチメントを使用しないでください。STIHL
サービス店に連絡してください。

日本語 15 清掃
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18 トラブルシューティング
18.1 刈払機およびバッテリーのトラブルシューティング

障害 バッテリーの
LED

原因 対策

スイッチをオン
にした際に刈払
機が起動しない。

1 つの LED が
緑色で点滅す
る。

バッテリーの充電レ
ベルが低すぎます。

► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500
の取扱説明書の記載通りにバッテリーを
フル充電してください。

 1 つの LED が
赤色に点灯す
る。

バッテリーの温度が
高すぎるか低すぎま
す。

► 接続ケーブルのプラグをソケットから引
き抜いてください。

► バッテリーを冷ますか温めてください。
 3 つの LED が

赤色に点滅す
る。

刈払機内部に障害が
あります。

► 接続ケーブルのプラグをソケットから引
き抜き、再び差し込んでください。

► 刈払機のスイッチをオンしてください。
► 引き続き 3 つの LED が赤色で点滅する

場合：刈払機の使用を中止して、STIHL
サービス店までご来店ください。

 3 つの LED が
赤色に点灯す
る。

刈払機の温度が高す
ぎます。

► 接続ケーブルのプラグをソケットから引
き抜いてください。

► 刈払機を冷ましてください。
 4 つの LED が

赤色で点滅す
る。

バッテリー内部に障
害があります。

► 接続ケーブルのプラグをソケットから引
き抜き、再び差し込んでください。

► 刈払機のスイッチをオンしてください。
► 引き続き 4 つの LED が赤色で点滅する

場合：バッテリーの使用を中止して、
STIHL サービス店までご来店ください。

  刈払機とバッテリー
間の電気接続が遮断
されています。

► 接続ケーブルのプラグをソケットから引
き抜き、再び差し込んでください。

► 引き続き電源を入れても刈払機が稼働し
ない場合：バッテリー STIHL AR の取扱
説明書または接続ケーブル付きベルトバ
ッグ AP の取扱説明書の記載通りに、接
続ケーブルの接触面を清掃してくださ
い。

  刈払機またはバッテ
リーが濡れています。

► 刈払機またはバッテリーを乾かしてくだ
さい。

刈払機が動作中
に停止する。

3 つの LED が
赤色に点灯す
る。

刈払機の温度が高す
ぎます。

► 接続ケーブルのプラグをソケットから引
き抜いてください。

► 刈払機を冷ましてください。
  電気的な障害があり

ます。
► 接続ケーブルのプラグをソケットから引

き抜き、再び差し込んでください。
► 引き続き動作中に刈払機の電源が切れる

場合：バッテリー STIHL AR の取扱説明
書または接続ケーブル付きベルトバッグ
AP の取扱説明書の記載通りに、接続ケー
ブルの接触面を清掃してください。

► 刈払機のスイッチをオンしてください。
刈払機の動作時
間が短すぎる。

 バッテリーがフル充
電されていません。

► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500
の取扱説明書の記載通りにバッテリーを
フル充電してください。

  バッテリーの耐用年
数を超過しています。

► バッテリーを交換してください。

19 技術仕様
19.1 STIHL FSA 130 刈払機
– 承認されているバッテリー：
– STIHL AR

– STIHL AP と「接続ケーブル付き AP ベルト
バッグ」

– 重量 (カッティングアタッチメントとデフレク
ターを除く)：4.5 kg

– 全長 (カッティングアタッチメントなし)：
1750 mm

18 トラブルシューティング 日本語
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バッテリー寿命については、www.stihl.com/
battery-life を参照してください。

19.2 音圧・音響・振動レベル
騒音の音圧レベルの K 値は、2 dB(A) です。騒音
の音響出力レベルの K 値は、2 dB(A) です。振動
レベルの K 値は、2 m/s² です。

STIHL 社は、イヤーマフの着用をお勧めしていま
す。

PolyCut(ポリカット) 28-2 以外の草刈ヘッドの使
用
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した音圧レベ

ル LpA：83 dB(A)
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した音響出力

レベル LwA：94 dB(A)
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した振動加速

度 ahv
– コントロールハンドル：1.1 m/s²
– 左ハンドル：1.9 m/s²

PolyCut(ポリカット) 28-2 草刈ヘッド使用時
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した音圧レベ

ル LpA：84 dB(A)
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した音響出力

レベル LwA：97 dB(A)
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した振動加速

度 ahv
– コントロールハンドル：1.1 m/s²
– 左ハンドル：1.9 m/s²

金属製カッティングアタッチメント使用時
– EN 50636-2-91 に準拠して測定した音圧レベ

ル LpA：82 dB(A)

– EN 50636-2-91 に準拠して測定した音響出力
レベル LwA：94 dB(A)

– EN 50636-2-91 に準拠して測定した振動加速
度 ahv
– コントロールハンドル：2.0 m/s²
– 左ハンドル：2.9 m/s²

上記の振動値は標準化された試験方法に従って
測定されており、電動パワーツールを比較するた
めの基準として使用することができます。用途
の種類によっては、実際に発生する振動レベルは
上記の値とは異なる場合があります。上記の振
動レベルは、振動応力を当初に推測するために使
用することができます。実際に受ける振動応力
は、推定する必要があります。推定時には、電動
パワーツールのスイッチがオフの時間や、スイッ
チがオンでも無負荷で運転されている時間も考
慮に入れることがあります。

振動に関する事業主への指令 2002/44/EC の遵
守に関しては、www.stihl.com/vib をご覧くださ
い。

19.3 REACH
REACH は EC の規定で、化学物質 (Chemical
substances) の登録 (Registration)、評価
(Evaluation)、認可 (Authorisation)規制を意味しま
す。

REACH 規定の遵守に関する詳細については、
www.stihl.com/reach をご覧ください。

20 カッティングアタッチメント、デフレクター、キャリングシス
テムの組み合わせ

20.1 カッティングアタッチメント、デフレクター、キャリングシステムの組み
合わせ

カッティングアタッチメント デフレクター キャリングシステム
– PolyCut(ポリカット) 28-2
草刈ヘッドと 2.4 mm 径「丸形静
音」ナイロンライン：
– AutoCut(オートカット) 25-2 草

刈ヘッド
– AutoCut(オートカット) 27-2 草

刈ヘッド
– AutoCut(オートカット) C 26-2

草刈ヘッド
– DuroCut(デュロカット) 20-2 草

刈ヘッド
– SuperCut(スーパーカット) 20-2

草刈ヘッド
– TrimCut(トリムカット) 31-2 草

刈ヘッド

– 草刈ヘッド用ガー
ド

– スカートとライン
制限ブレード付き
ユニバーサルデフ
レクター

– サポートクッション付き STIHL AR バッ
テリー

– バッテリーベルト (「接続ケーブル付き
AP ベルトバッグ」と肩掛けベルト付属)

– バッテリーベルト (ストラップ、「接続ケ
ーブル付き AP ベルトバッグ」、サポート
クッション付属)

– キャリングシステム (「接続ケーブル付き
AP ベルトバッグ」とサポートクッション
付属)

日本語 20 カッティングアタッチメント、デフレクター、キャリングシステム…

20 0458-726-9321-A

http://www.stihl.com/battery-life
http://www.stihl.com/battery-life
http://www.stihl.com/vib
http://www.stihl.com/reach


カッティングアタッチメント デフレクター キャリングシステム
草刈ヘッドと 2.7 mm 径「丸形静
音」ナイロンライン：
– AutoCut(オートカット) 36-2 草

刈ヘッド
– FixCut(フィックスカット) 31-2

草刈ヘッド
– 草刈ブレード 230-2 (230 mm

径)
– 草刈ブレード 230-4 (230 mm

径)
– 草刈ブレード 230-8 (230 mm

径)
– 草刈ブレード 250-32 (250 mm

径)
– 草刈ブレード 260-2 (260 mm

径)

– スカートなしユニ
バーサルデフレク
ター

– ブラシュナイフ 250-3(Ø 250
mm)

– サーキュラソーブレード
200-22(Ø 200 mm)

– リミットストップ – サポートクッション付き STIHL AR バッ
テリー

– キャリングシステム (「接続ケーブル付き
AP ベルトバッグ」とサポートクッション
付属)

– バッテリーベルト (ストラップ、「接続ケ
ーブル付き AP ベルトバッグ」、サポート
クッション付属)

キャリングシステムの名称
サポートクッション付き STIHL AR バ
ッテリー

バッテリーベルト (「接続ケーブル付き
AP ベルトバッグ」と肩掛けベルト付
属)

バッテリーベルト (ストラップ、「接続
ケーブル付き AP ベルトバッグ」、サポ
ートクッション付属)

キャリングシステム (「接続ケーブル付
き AP ベルトバッグ」とサポートクッシ
ョン付属)

21 スペアパーツおよびアクセ
サリー

21.1 スペアパーツおよびアクセサリ
ー
これらの記号は、STIHL 純正のスペア
パーツと STIHL 純正のアクセサリーに
付けられています。

STIHL 社では、STIHL 純正の交換部品とアクセサ
リーの使用をお勧めしています。

STIHL 社は市場に出回っている商品を継続的に
調査しておりますが、他社製スペアパーツとアク
セサリーの信頼性、安全性、適性を判断すること

はできません。そのため、STIHL 社はそうした部
品の使用を許可しておりません。

STIHL 純正の交換部品と STIHL 純正のアクセサ
リーは、STIHL サービス店から入手することがで
きます。

22 廃棄
22.1 刈払機の廃棄
廃棄に関する情報については、最寄りの行政機関
または STIHL サービス店へお問い合わせくださ
い。

21 スペアパーツおよびアクセサリー 日本語
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不適切な廃棄は、健康被害や環境汚染の原因にな
るおそれがあります。
► 現地の規制に従い、パッケージを含む STIHL

製品を適切な回収場所へ持ち込み、リサイクル
してください。

► 家庭ごみと共に廃棄しないでください。

23 EC 適合証明書
23.1 STIHL FSA 130 刈払機
ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstraße 115
D-71336 Waiblingen

Germany (ドイツ)

は、独占的な責任下で下記の製品が
– 製品名：バッテリー刈払機
– メーカー：STIHL
– 型式：FSA 130
– 機械番号：4867

指令 2011/65/EU、2006/42/EC、2014/30/EU お
よび 2000/14/EC の仕様に適合しており、製造の
時点で有効であった次の規格のバージョンに準
拠して開発/製造されたことを保証いたします：
EN 55014‑1、EN 55014‑2、EN 60335‑1、および
EN ISO 12100 (EN 50636‑2‑91 を考慮)。

音響出力レベルの測定値と保証値は、指令
2000/14/EC、付録 VI に準拠しています。

公認機関：VDE Prüf- u. Zertifizierungsinstitut
(NB 0366), Merianstraße 28, 63069 Offenbach,
Germany
– 音響出力レベル測定値：94 dB(A)
– 音響出力レベル保証値：96 dB(A)

技術資料の保管場所：ANDREAS STIHL AG &
Co. KG Produktzulassung

製造年、製造国および機械番号は、刈払機の銘板
に表示されています。

Waiblingen, 15.07.2021

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

代理人

Dr. Jürgen Hoffmann、Director Product
Certification & Regulatory Affairs(製品認証&規制
担当ディレクター)

24 UKCA 適合宣言
24.1 STIHL FSA 130 刈払機

ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstraße 115
D-71336 Waiblingen

Germany (ドイツ)

は、独占的な責任下で下記の製品が
– 製品名：バッテリー刈払機
– メーカー：STIHL
– 型式：FSA 130
– 機械番号：4867

英国の規制である指令 The Restriction of the
Use of Certain Hazardous Substances in
Electrical and Electronic Equipment Regulations
2012, Supply of Machinery (Safety) Regulations
2008, Electromagnetic Compatibility Regulations
2016 と Noise Emission in the Environment by
Equipment for use Outdoors Regulations 2001
の関連する条項に適合しており、製造の時点で有
効であった次の規格のバージョンに準拠して開
発/製造されたことを保証いたします：
EN 55014-1、EN 55014-2、EN 60335-1 および
EN ISO 12100 (EN 50636-2-91 を考慮)。

音響出力レベルは、測定値と確保数値共に英国の
規制 Noise Emission in the Environment by
Equipment for use Outdoors Regulations 2001,
Schedule 9 に基づいています。

公認機関：INTERTEK Testing & Certification Ltd,
Academy Place, 1-9 Brook Street, Brentwood,
Essex, CM14 5NQ, United Kingdom
– 音響出力レベル測定値：94 dB(A)
– 音響出力レベル保証値：96 dB(A)

技術資料の保管場所：ANDREAS STIHL AG &
Co. KG.

製造年、製造国および機械番号は、刈払機の銘板
に表示されています。

Waiblingen, 15.07.2021

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

代理人

Dr. Jürgen Hoffmann、Director Product
Certification & Regulatory Affairs(製品認証&規制
担当ディレクター)

日本語 23 EC 適合証明書
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